ると いう ことに 対して、 私たちの 心が 動かされる とし 

たら、 それ は 俗つ ぼく 名家 二 代な しの 証拠 を そこに 見 

るた めで はない と 思う。 トルストイ という 極めて 強烈 

な 生命力 を 発散 させて 生涯 を 終った 一 つの 人間性が 周 

囲に 投げた 波紋 や、 それから 後 急激に 移り 進んだ ロシ 

ァの 歴史の 変遷、 それに 対する 貴族と しての トルスト 

ィ 家の人々 の 動き かた、 あらゆる 複雑な 世紀と 人生の 

波濤 を そ- J に 感じる からで あろうと 思う。 

今日 私たちの ところに は 「チボ —家の人々」 が 訳さ 

れ ており、 その 主人公の ジャックの 一時期の 境遇 を 描 

いた 「灰色の 手帖」 「少年 園」 は 一 般 につよ い 感銘 を 与 



えてい る。 マリィ -ォ ウド ゥゥの 「孤児 マリィ」 は 何 

と まざまざと 女の子の ため の 孤児院 の 生 活 感情 を 語 つ 

ている だろう。 「格子な き 牢獄」 という 映画に はリュ 

シ ェ ー ル という 若い 女優の 美し さ ばかりでなく 私たち 

の 心 をう つもの があった。 そして、 それより もっと 生 

のま まの 身近い 現実と して、 今日の 私たちの 周囲に は 

少年犯罪 の 増加の 事実が 世人 の 注意 を ひいて いるので 

ある。 

この、 ジ ヤン 少年の 手記 は、 トルストイの 文学に 親 

しみぶ かい 日本の 多くの 人々 の 心に、 少なからず 剌戟 



を 与える だろうと 思う。 特につ い 先達って 築地の 小 劇 

場で 新 協が 演じた アンナ • カレ— ニナ を 観た 女の ひと 

たちの 心に。 アンナが カレ ー ニンと 離婚す る ことが 出 

来なかった 原因 はいくつ か あるが、 その 一 つ は、 うた 

がい もな く 可愛い 息子 セ リヨ ー ジャを 全く カレ ー ニン 

に うばわれて しまう 苦痛に 堪えない からで あると 描か 

れ ていた。 トルストイが 「アンナ. カレ— ニナ」 を 書 

いたの は 四十 九 歳のと きであった。 トルストイが 没し 

たの は 一九 一 〇 年であった から、 今日まで 二十 七 年の 

歳月が 流れた。 この 二十 七 年の 日月 は 人類の 歴史上 か 

つてなかった 大波 瀾を 内容と していて、 彼の 見ざる 孫 



あつたの だろう。 ジ ヤン を 十三まで 育てて 亡くなった 

お祖母さん、 唯一 の 肉親の 思い出と して 語られて いる 

ォ リガ • ソル スキ ー という 老婦 人の 身元 もよ くわから 

ない。 大方、 激しい 夫婦喧嘩の 末 離婚した という 母の 

お つ 母さんに 当る ひとでで も あ つたの だろうと 思われ 

る。 祖父 トルストイの 妻 は ソフィ ャ • アンドレ ー ェゥ 

ナと 云って、 宮廷 医べ ルスの 娘で あつたの だから。 

レフ. トルストイが、 ヤス ナヤ • ポリ ャ— ナ の村荘 

に ロシア 名門の 伯爵の 長男と して 生れた の は 一八 二八 

年の ことであった。 トルストイ も 八 歳で 孤児に なった。 

非常に 人物の 傑れた 叔母に 育てられ、 その 没後 数年 は 



ソフ ィャの 若々 し い 純潔に ふさわし からぬ 者と して、 

なかなか 結婚の 決心が つき かねた。 「アンナ. カレ— 

ニナ」 の 中に ある レ ウィンと キティ ー との 插話 は、 当 

時の トルストイの 感情 を 語る ものと 見られて いる。 

一 八 六 三年 一 月の 日記に、 結婚して 四 力 月 目の 良人 

である トルストイ は 率直に 書いた。 「家庭的 幸福が 私 

をのみ こんでいる」 と。 だが 三月 一日に は 「全く 彼女 

に 価す るであろう ところの 人間に 対する 嫉妬 …… 。 が、 

理解と 感情との 最少の きらめきが あれば、 私 は 再び 全 

く 幸福で ある。 そして、 彼女が 物事 を 私と 同じように 

理解して いる こと を 信ずる」 と、 極めて 微妙な 形と 物 



柔 かさと に 於て である けれども、 トルストイ を 最後の 

悲劇に 導いた 夫婦の 間の 生きる 目的の 分裂が 仄 見え は 

じめ ている ので ある。 

翌年の 冬、 息子が 生れた。 トルストイ はこの 頃から 

「戦争と 平和」 に 着手した。 完成に 四 年 かかった。 つ 

づ いて 「アンナ. カレ— ニナ」 を 書き、 次第に 彼の 宗 

教的 転換が はじまった。 民話 を かき はじめ、 当時の 口 

シァの ギリシャ 教の 神学への 批判 を かき、 「我が 懺悔」 

「我が 宗教」 「我等 何 をな すべき か」 等 を 著し、 好きな 

狩獵を も、 楽しみの ための 殺戮に 反対して やめて し 

まった。 次から 次へ と 生れて 来る 子供た ちの 世話 をし 



る 一 見知 的で 実は 感覚的な ものの 上に 立つ 思想 は トル 

ス トイの 全 芸術 を 貫く 一 つの 著しい 基調と なって いる。 

トルスト イアンと 称する 連中 (ゴ— リ キイの 観察に 

よれば、 その 大部分が 鼻 もちなら ぬ 連中であった) に 

とりかこまれ、 無抵抗主義の 信条で、 全 財産 を 放棄し 

たがって いる トルストイの 希望に、 怯え、 憎悪し、 そ 

れ との 闘争に 立ち 向った 第一 の 人 は 夫人 ソフィ ャと五 

男の アンド レイであった。 ソ フィャ 夫人 は、 子供 等に 

対する 家庭の 父親の 義務と して トルストイ を 責め、 そ 

の 考えに 反対して アンド レイ を 先頭に 立てた 一 群の 息 

子た ち は、 当然 息子に 分けられるべき 財産 を、 ト ルス 



庭に ある 殆ど 唯一の 理解 者、 三女の アレクサ ン ドラに 

手つ だ わせて 家出 をした。 僧院に 向う 途中、 トルスト 

ィは ァスタ ポヴォ という 寒村の 小 駅で、 急に 肺炎 をお 

こして 亡くなった のであった。 

レフ. トルストイ は、 全生涯 を 賭して 解決し 得な か つ 

た 諸 矛盾の まことに 正直な、 潔白な 負い 手と して 傷つ 

きながら、 「自分に とった より 遙 かに 多くの もの を」 ソ 

フィャ 夫人と 八 人の 子供達と にの こして、 死んだ ので 

ある。 

レフ • トルストイの 生涯の 終った 一 九 一 〇 年と 云え 

ば、 四 年後に はョ ー 口 ツバ 大戦が 起って いる。 続いて 



その 三年 目 は、 逝け る レフ. トルストイが 目 醒めない 

ながら も 熾烈に 働く 人間 精神の 欲求に よ つ てさぐり 求 

めて いた 万民の 幸福への、 至難 多岐な 第一歩が ロシア 

全土に 於て 踏み出された 年で ある。 

父 を 理解し ない 当時の 国家の 権力まで をつ かって、 

財産 を 己れ らの 手許に とりと どめた 息子ら は、 歴史の 

更に 大きい 浪 によって 或る 者 は それ を 失った であろう 

し、 或る もの は その 財力のお かげで フランスへ 亡命し 

やが て そ のよう な 亡命者と し て 父 トル ス トイの 余 恵 を 

さがしつつ、 真に は 父の 求めて いた 人間的な ものの 発 

展の姿 も 理解し 得ず、 巿民 的な 精神のより どころ 迄 を 



失って、 一人の ジ ヤン. トルストイ にこの 手記 を 書か 

せる に 至 つ ている。 

ソ フィャ 夫人が、 巨人 レフ • トルストイの 思想と 行 

為と を 世俗の 面へまで 陥落 させよう とした 時には 常用 

の 武器と された 子供た ち。 やがて、 髭の 剃り あと も 青 

く 母の 側に 立って 「気 狂い 親爺」 と 父 を 罵リ、 子の 権 

利 を 主張した 息子た ち。 それらの 息子 等の 生活 態度に 

反対しつつ、 抽象的に 人格の 自由 を 重んじ 無抵抗なら 

ん とした 心 持が 一 つの 矛盾と なって、 現実的な 形での 

対立 は 固持し 得なかった 一 家の 父と しての レフ • トル 

ス トイの 難破した 姿。 



教化 所が 一 つの 慣例の ように 農家へば かリ委 托する 為 

に、 ジ ヤンの 生活が 破綻して ゆく 点 を、 私 は 心から 哀 

れに 思う。 

アブ デェ ンコの 小説 「私 は 愛す」 を 読んだ 読者 は 記 

憶して いられる だろう。 国内の 混乱 時代に 両親 を 失い、 

浮浪児と な つ た 主人公の 少年 サニ 力が、 労働 教育 所の 

共同生活の 訓練の 間で、 どのように 人間と しての 愛 を 

知り、 技術 を 身に つけて 伸びて 行く かとい う 過程が、 

全巻 を 圧する 簡明な 美し さで 描かれて いた。 そこに は、 

ジ ヤンの 祖父、 レフ. トルストイが ぬけ 出る ことの 出 

来なかった 迷路に ふみ 入りながら 執拗に 求めて いた 人 
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